
１．施設の概要
(1)介護保険法
　・小規模多機能型居宅介護　
　・介護予防小規模多機能型居宅介護

　 　・短期利用居宅介護事業
　（上記サービス　登録定員29名　通い18名　泊り9名）　　　　　　　　　　

2.　施設管理など
(1)職員配置 平成28年3月現在

　　　　　　　　　　　　
（2）運営推進会議 第1回 第2回 第3回 第4回 第5回 第6回

5月19日 7月21日 9月21日 11月11日 1月18日 3月15日

0 0 1 0 0 0
1 1 0 2 1 1
0 0 0 0 0 0
2 1 1 1 1 1

自治会長 1 1 1 0 1 1
1 1 1 1 1 1
1 1 0 1 0 1
2 2 2 2 2 2

（3）消防訓練
日付 訓練内容

通報・消火・避難訓練(日中GHより出火想定）
地域合同訓練・避難訓練(夜間ケアハウスより出火想定）
災害対策訓練（大雨でユニットより出火想定）

3.利用の状況
（１）　通いと泊り方の日課　（※訪問は随時）

7:00 起床、洗面、着替え
7：30頃 朝食、口腔ケア
8:30 通い迎え
9:00 健康チェック

9：30頃 入浴
10：00頃 レクリエーション、趣味活動
11:45 食事前体操
12:00 昼食、口腔ケア
14:00 レクリエーション、趣味活動、散歩
15:00 喫茶

16:00頃 通い送り
18:00 夕食、口腔ケア

20：00頃 ナイトケア
21：00頃 就寝

平成29年6月24日
平成29年10月31日
平成30年3月28日

利用者家族
介護保険課職員
地域包括支援センター職員

民生委員
地域住民（知見を有する）
事業所職員

1
1
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管理者
介護計画作成担当者

看護職員

介護職員

利用者
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対して1名配置

1
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1



（８）行事及び内容

①地域交流行事

行事

トライやるウィーク豊富中 実習生　ハーベスト

船津小学校運動会

トライやるウィーク神南中

菩提樹祭り

瑞岡　八朔行事 農林業業祭り

インターシップ市川高校 瑞岡地区　とんど

実習生　神戸医療福祉

②施設内行事他

行事等

わんにゃんサークル

七夕会

フィットライフユー

敬老会

畑さつまいもほり

外で喫茶

ハロウィン

わんにゃんサークル

③施設外行事（外出等）

行事

ボタン桜ドライブ 喫茶店

芝桜 ぶどう狩り

足湯 コスモスドライブ

ほたる観賞 姫路城

姫路バラ園 法華山紅葉狩り

加西イオン買物

御津海ドライブ

福崎河童天狗

そうめんの里

4．目標達成率

目標

25名／月

初詣で

香寺梅散歩2月25日

達成率   60%
15名／月

日付

10月30日

7月5日

1月1日

9月14日

行事

ティラミスづくり

雛祭り

節分2月3日

3月3日

10月7日

日付

5月28日

6月8日

6月2日

5月16日・17日

9月21日

日付

10月16日

4月16日

7月17日

7月8日

6月2日

10月9日

2月14日

11月17日

8月26日

日付

鍋昼食

餅花づくり

6月17日

7月19日

5月19日

7月7日

さつまいもみたらしづくり

クリスマス会

8月18日～

6月3日・8日

6月29日

平均登録者数
結果

11月13日

11月10日

12月14日

12月28日

日付

11月13日

10月12日

行事

行事等

10月22日

11月1日

1月9日

8月30日～

10月8日 船津豊富秋祭り

日付

7月28日

8月2日

ネバーランド祭り

船津小学校音楽会

3月22日 菜の花ドライブ

4月26日・27日

12月21日



（2）利用実数 （単位；人）

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 平均

17 15 16 12 13 14 15 14 12 12 15 15 14.17

1 1 2 2 1 1 3 2 2 1 1 1

サービス利用者数 359 334 362 296 288 305 306 299 264 282 248 355 308.17

利用述べ人数 18 16 18 14 15 15 18 17 14 13 16 16 15.83

1日平均 12.00 11.00 12.00 10.00 10.00 10.00 10.00 10.00 9.00 9.00 8.00 12.00 10.25

利用者数 4 3 4 3 3 3 4 4 3 3 3 4 3.42

述べ利用回数 10 15 32 28 22 30 38 3 17 27 19 56 24.75

サービス利用者数 222 206 191 114 132 131 141 172 140 151 123 203 160.50

利用述べ人数 16 13 14 10 10 12 14 12 11 10 12 13 12.25

1日平均 7.40 6.90 6.40 3.90 4.40 4.40 4.70 5.70 4.70 5.00 4.00 6.80 5.36

0 0 1 0 0 1 1 0 1 1 0 0 0.42

（3）利用者介護度分布

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

要介護1 4 4 6 5 5 4 5 4 3 3 5 4

要介護2 3 2 2 2 3 5 5 6 4 5 4 6

要介護3 3 3 4 3 3 3 3 2 3 2 3 2

要介護4 6 6 5 6 2 2 2 2 2 2 3 3

要介護5 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

要支援1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

要支援2 1 1 2 2 1 1 3 2 2 1 1 1 平均

介護度平均 2.85 2.77 2.69 3.58 2.19 2.25 2.23 2.21 2.42 2.29 2.30 2.30 2.51

（4）相談対応受付先（※登録に至らないケース含む） （5）利用者居住地

4 船津校区 7

3 豊富校区 5

5 山田校区 8

その他の居宅支援事業所 7 仁豊野校区 5

2 香寺校区 7

0 その他 2

（6）相談受け登録につながった事由 （７）相談受け登録に至らなかった事由

6 2

9 0

1 0

2 2

4 1

0

1

1

事業所が近いので

医療処置が対応できない

他のサービスを併用したい

一人暮らしが不安

限度額以上のサービス利用したい

すぐにサービス利用したい

入所まで泊り利用したい

認知症の介護が大変

本人がサービスを受け入れない

他のサービスと比較検討

利用料が高い

入所サービスを選択

グループホームを選択

介護者等家族

地域包括支援センター

ネバーランド居宅支援事業所

医療機関MSW

その他

短期利用居宅介護

通
い

訪
問

泊
り

利用者登録数

(介護予防)



6.　平成28年度事業計画に対する結果と考察

目標（1）健全な経営をする

目標（２）利用者に寄り添った支援を行う

目標（3）職員の質の向上を図る

目標（4）利用者が地域で生活し続けられるよう支援する

5. 実績結果に対する考察

登録者のうち、当事業所利用で平均約5ヶ月の在宅生活を支援している。施設入所をゴールに登
録開始される方が多いが、3年以上の利用を支援している方もある。環境では独居や日中独居の
方が4割を占めており、事業所の強みである、多様性柔軟性を発揮している。利用者の平均年齢
は80.4歳と高齢なため、現状の生活が維持出る様に今年度も下肢筋力低下予防の体操や歩行
練習を日々実践した。長期で利用されている方の日常生活動作の低下は少ない。しかし、その評
価がデータ化出来ていないので、今後は評価にも取り組んでいく。

同建物内のGHの職員と合同で、敬老会・クリスマス会を催し多くの利用者等に楽しい時間を提供
できた。その事前会議の時間を活用し、学習会を持ち、又法人主催の研修会に参加するなどし、
資質向上に努めた。当事業所の職員は常勤非常勤含めて経験年数豊富な人が多く、職員育成
を継続していく。

利用者満足度向上のために、利用者介護計画を24時間支援表を作成し、個別ケアの強化に力を
入れた。今後は介護者などに、運営推進会議、お便りや連絡帳などを活用し、事業所の取り組み
をわかりやすく伝えることに努める。

今年度は昨年度と同様の状況で、目標値達成できていない。上半期はGHへ5名、ユニット特養へ
7名の入所があり、それを補う新規利用者確保ができなかった。下半期はGH入居待ちの利用者の
登録が数名あり、昨年と同様の実績となった。今後もGHや特養入所待ちの方に待機の間の利用
を紹介していく。今年度は新規登録者のうち、以前利用して頂いた方からの紹介や他事業所の困
難事例を受け入れたことによる次ケースの紹介など、事業所開設5年目実績が評価された登録が
あった。しかし、今年度は香寺に同種の事業所が開設され、現状で香寺地区の方が2割を占める
状況から、新規登録者確保にさらなる工夫が必要とされている。そのために、今後地域包括ケア
の対象となる、15分圏域である6割を占める地域（船津・山田・豊富）の方に満足していただけかつ
評価される事業所運営を目指していく。相談件数が多い医療機関と、登録者の入退院時の連携
強化をはかり、また定期的な営業を実施していく。

登録29名中25名でどうにか収支が取れる事業であるが、6割の実績と赤字経営である。事業所運
営に関しては、毎年実施している事業所評価で、課題分析し目標を立て取組みを実践している。
地域に貢献できる催しの開催や運営推進会議により多くの方に参加頂き会議を活用した事業所
アピールができていないため、今後取り組くんでいく。


